
子どもに東日本大震災の話をしたことがある子どもに東日本大震災の話をしたことがある
９割超 災害時の家族間の連絡 中高生は９割超 災害時の家族間の連絡 中高生は
LINE 等のメッセージアプリが主流LINE 等のメッセージアプリが主流
９月１日は防災の日！小中高生の家庭の防災に関する調査
株式会社栄光株式会社栄光 2021年09月07日2021年09月07日

株式会社栄光（本社：東京都千代田区 代表取締役社長：下田勝昭）が運営する進学塾・栄光ゼミナール
は、2021年７月14日（水）〜７月28日（水）に、小中高生の家庭の防災に関する調査を実施し、小学１年
生〜高校３年生の子どもを持つ保護者 376 人の有効回答が得られました。

　■子どもと災害時の対応を「　■子どもと災害時の対応を「話したことがある話したことがある」 保護者の」 保護者の約９割約９割
　■子どもと災害について話すきっかけは「　■子どもと災害について話すきっかけは「災害の報道災害の報道があったとき」があったとき」
　■災害時の子どもとの連絡 中高生の保護者は「　■災害時の子どもとの連絡 中高生の保護者は「メッセージアプリメッセージアプリ」が」が８割以上８割以上
　■新型コロナウイルス感染拡大後に新たに実践した対策 「　■新型コロナウイルス感染拡大後に新たに実践した対策 「衛生用品を追加衛生用品を追加」が」が４割超４割超
　■保護者の　■保護者の９割以上９割以上が、これまでに子どもに東日本大震災の話をしたことがあるが、これまでに子どもに東日本大震災の話をしたことがある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄光ゼミナール調べ

＜調査概要＞
調査対象：小学１年生〜高校３年生の子どもを持つ栄光モニター会員
　　　　　（栄光ゼミナール・栄光の個別ビザビ・大学受験ナビオに通塾する保護者）
調査方法：インターネット調査
調査期間：2021 年７月 14 日（水）〜７月 28 日（水）
回答者数： 376 人（小学生保護者；165 人 中高生保護者：211 人）
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